
● 対象事業又は物件

● 申請者

● 協議内容

● 協議事項
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● 対応職員

● 今後の予定

　　　　　　月　　　　　日
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*近隣ステーションの利用ができるか、自治区等と相談。

　相談結果を要報告。利用できない場合、新設手続き。

開発事業
共同住宅

地元への設置相談、了解を得ているか。　確認したところに☑

□地元区長　□近隣住民　（必要に応じて　□町内会長　□組長　□　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）区　　　　　　　　　　　　区長  （訪問日：　　　月　　　日）

　ステーションが接する道路の幅員、周辺スペースの確認。

　　*最低でも2ｔ車が通れる道幅、スペースを確保。
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　ステーションの内寸面積は、戸数×0.2㎡を確保しているか。（9戸以下でも最低2㎡を確保）

　（共住）ステーションの形状　□ボックス式　□ブロック式　　※ネコ被害等防止のため、ボックス式を推奨。
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　ステーションの設置位置、向き、近辺の障害物等の確認。

　　*地図で把握できない場合は業者立会いで現地確認。

　共同住宅におけるごみステーション設置届出

　（その他）開発事業に該当しない宅地分譲等

　ステーションの高さは、100㎝～120㎝の高さであるか。（補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造で5段程度）

*ごみステーション設置届出書１部、要提出。

　添付書類：ステーション位置図、住宅付近図、区長・近隣への説明書

　ボックスの容量は、戸数×60リットルを確保しているか。

区長への確認

工事期間

収集開始日

　　入居者への配布物：　□ごみ出し冊子　　□発火性危険ごみ分別シール

年　　　月　　　日表示板設置日年　　　月　　　日　～　　　　月　　　日

※開始日未定の場合は、入居予定日１週間前までに要連絡。

　　　　　　年　　　月　　　日　　□電話　□訪問　□その他（　　　　　　　　）　　連絡者：

氏　名 氏　名

その他

地元ステーションの利用について、了解を得ているか。　確認したところに☑

□地元区長　□近隣住民　（必要に応じて　□町内会長　□組長　□　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　）区　　　　　　　　　　　　区長  （訪問日：　　　月　　　日）

　自治区等との相談結果を、リサイクルセンターへ報告すること。　　※区長・近隣への説明書を要提出。

　近隣住民への説明は、最低でも予定地の両隣及び対面・向かい側に行うこと。

　ごみ飛散防止ネットは管理者が設置すること。２回目以降は市で交換する。

　ステーションの前に側溝がある場合は、側溝のふたを設置すること。

　表示板の設置を希望するか。　（　　　希望する　　　・　　　希望しない　　　）

　（共住）完成後の管理者（管理者名：　　　　　　　　　　　　　　連絡先：　　　　   　　　　　　　　  ）

　（開発）入居者に、ステーションの利用場所及び清掃当番について説明すること。　※自治区へ要確認

　ステーションがブロック式の場合、ステーション上部に飛散防止ネットを留めるためのアイボルトを設置。

半田市ごみステーション設置協議チェックリスト

開発事業 区画

協議日 　　年　    　月　　   日

共同住宅 戸

物件名

　開発事業に係る事前協議 
*開発事業に係る事前協議書１部、要提出。

所在地

会社名

氏　名 連絡先

　添付書類：ステーション位置図（計画平面図）、所在図、区長・近隣への説明書


